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全体配置図　Ｓ＝1：100

都庁方面 JR 新宿駅西口方面

俯瞰イメージ　すのこをトランスフォームすることで、様々な居場所と展示空間を同時につくることが可能となる

隙間のあるすのこは、展示の雰囲気が外に滲み出す

すのこを重ねると、ベンチになったり、模型台になったり すのこの重ね方に変化をつけると、休憩する場と展示する場が同居する

隙間のあるすのこは、視線が抜けるので、圧迫感がない

すのこの種類は 3種類 正面図
S=1:10

脚部詳細図
S=1:5

脚部差込み順序

①

②

③

収納は、すのこの大きさ別に重ねることで、
省スペース化を図る

側面図
S=1:10

「 す の こ び ょ う ぶ 」
■Co n c e p t ■D i a g r am

トランスフォームする「すのこ」アフターコロナにおける、新たな展示方法として、密にならない、外からも展示の
様子がうかがえることを考えたときに、出入口を絞らず、十分換気（通風）が可能
であり、風通しが良いがゆえに、外からも展示の様子が溢れ出してくるような展示
装置とは何かをまず考えることとなった。
そこで考えたのが、「すのこ」である。すのこは、耐久性があり、軽量で、何より
通気性に優れている。ただ、すのこだけでは展示ができない。さてどうするか。
そこでさらに考えたのが、「びょうぶ」の機能である。
「すのこ」に脚を付けて「びょうぶ」の機能を付加させる。
びょうぶは、日本古来より、空間と空間を自由に仕切ることに使われてきた。
そんな、「びょうぶ」の空間の可変性の機能を「すのこ」に付加させたのである。
こうしてできた、「すのこびょうぶ」は、重ねたり、立てたり、並べたり、囲んだり
すのこを変身させることで、様々な展示に展開可能となる。
「すのこびょうぶ」は、密にならない、外からも展示の様子がにじみ出てくる
これからの新たな展示装置となるだろう。

大きさにバリエーション
のある「すのこ」

変身

重ねる

立てる

900×900900×900

900×1400900×1400

900×1800900×1800

囲う

並べる

ヨドバシカメラ方面 京王モール方面

出入口を複数設けることで
休憩所のような、展覧会のような
不思議な場所となる

021021

新宿西口広場建築ふれあいフェア展示アイデアコンクール


